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はじめに
日本の伝統に根ざした文学である俳句を、外国人がどのように理解し、受容
することができるか、という問題意識のもとに、宇都宮大学協定校であるパラツキー大学（チェコ共和国オロモウツ市）で俳句の講義を重ねている
１。
講義では、俳句に関する基本的な事柄を学び、俳句作品を鑑賞して、日本語
による俳句創作と句会形式 よる鑑賞と相互批評を行うというカリキュラムを組んだ。
同様の俳句の講義を、様々な学部の日本人学生に対してもこの十年間ほど実
施してきたが、チェコ人学生
２への俳句の講義を重ねるごとに、日本人学生との
異質性以上に同質性をより強く意識させられるこ が多くなっている。Ⅰ 　俳句に関する予備知識
チェコ人学生には、日本 に関して どのようなことを知っているか、
あらかじめ講義の前にまとめてもらった。学生たちが書いた内容の要点は次の通りである。
高校生の時、大学受験のため 日本文学について勉強して、俳句は五七五の
音のパターンである日本の詩であることを知った。大学で日本文学を学んで、こんなに短い詩で一つのイメージや気持ちを表すのは本当に大変だと思った。俳句の作り方はよくわからない で知りたい 思う。 （バルバラ・ネーメト）
俳句には五七五という形式がある。詩形に限界があるため、できるだけ正確
に意味やメッセージを伝えなければ らない。メッセージは間接的に表現されることが多い。日本の俳句は世界中に広まったが、伝統的な俳句 ルール 従わないで俳句を作る とが少なくない。スロヴァキアにも俳人がいて句集が出版されて る。 （ヤナ・ベリツォヴァー）
俳句は五七五の音節で作られる世界の中で特異な詩である。日本語で書かれ
た俳句の意味を理解するのは少し難しく感じるが、翻訳され 俳句は元の俳句と同一ではないので、日本語で読めるよう りた （ ェロニカ・グラッソヴァー）
俳句は五七五の日本の詩である。俳句を読むときは、小説と違って、考えな
いと意味がわからないが、 からなくてもきれいな感じがして好きである。 （トカ・プデルコヴァー）
俳句の特徴は五七五の音節で、世界 最短の詩である。俳句 よく四季の気
分を表わす。 （ミハル・シコラ／日本語 使う授業 は、氏名を音訳、漢訳した
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山柄美晴の名を使用している。 ）
俳句は心を映す鏡であり、瞬間を捉える。俳句は短いので省略することが重
要である。 （ヤン・ゾウファリー）
俳句の特徴は五七五の形である。俳句を読むと世界が違って見えるようにな
る。 （ヴォイタ・トルマル）
伝統的な俳 は五七五で一行に書かれ の詩的な機能として、季語、
切れ字がある。限られた字数で表現するため象徴、連想、省略が重要で、日本の美学、文化、自然観についての知識が必要である。俳句の作者は十分に表現しないので読者は創造的に作品を解釈する。 （ハリナ・ザビショヴァー）
俳句は景色や季節の印象を表わす。日本人にとって季節の言葉はとても大切
なものである。 （アレナ・ヴルチコヴァー）
俳句について大学の文学の授業で少し勉強した。翻訳された俳句を読んで、
作者の気持ちを理解するのは難しいと思った。インターネットで調べて現代俳句が盛んであることを知って、前より興味を持った。 （パヴラ ハラホヴィノヴァー）
俳句の基本的な約束である「有季定型」 うち、 有季については一部の学生が、
定型についてはほとんどの学生が いた。 「有季」は一句のなかに原則として季語を一 入れて詠むこと、 「定型」は五七五の字数また 音数にあわせて詠むことである。
これらのチェコ人学生の俳句についての知識 、日本人学生と大差がない。
日本人学生であっても、特に俳句に関心がなければ、学校教育で習った程度の知識にとどまっ おり、チェコの日本文学の授業で俳句を知っ チェコ人学生と変わらない。
近年は、外国でもインターネットを通して容易に情報を得ることができ、そ
の気になれば、いつでも知識を増やすことができる。日本人と外国人の差はさらに縮まっていくであろう。Ⅱ 　最初の創作と句会
今回の講義でも、日本で行われる句会と同様のやり方によって、一回目の句
会を行ったが、手順は滞りなく進み、全く問題がなかった。日本の句会では、通常、作者名をわからなくして選句をする。学生たちには、作者がわかっていた句もあるようであったが、句会では、匿名であるか否か かかわらず、選句を楽しんでい 様子であった
３。自分の作品への批評に対する反応の良さは、日
本人学生以上 ある。
チェコ人学生たちは、それぞれに俳句を独力で創作し、句会に出句して、各
自一句を選んだ。そして として、かつ、選者として、次のような感想を記した。点数は、その を選んだ学生の数である。
道の側雪みたい降る白い花 　　カトカ・プデルコヴァー
春と冬をつなぐつもりで「道の側」の句を作った。句会は楽しくて少し大変
であった。好きな句が四、 五句あり、一句を選ぶのに困った。自分の句が最高点でびっくりした。
＊
4点
実景を詠んで、 白い花を雪に喩え、 雪と花で冬と春を対比している。 （マルティ
ナ）
二つのイメージをつないで季節の移り変わりを表し、夢のような雰囲気を伝
えている。 （ヤナ（べ） ）
白い花と白い雪が降る比喩関係になっているのを俳句ら く感じて「道の側」
の句を選んだ。 （ヴォイタ）
中国留学中に見た広州の蓮花山公園 木々から花が雪 ように降っていた美
しい風景を思い出した。 （美晴）
咲く花の薫りをかいでくしゃみ出る 　　バルバラ・ネーメト
自分が詠んだ句が良いのか悪いのかわからないが、俳句を考え出すのが、ま
だとても遅いので、 もっとうまく作りたいと思う。俳句ワークショップ （句会）あまり簡単ではなかったが面白いところもいっぱいあった。初めて、色々な俳
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句の言葉について勉強した。俳句を作るときに何が必要か、何が悪いのかを聞いて、新しいことをたくさん習った。これは良い句を作るために大変役に立つと思う。同級生たちの俳句に詠まれた春の風物詩は、だいたい同じで、咲いている花、無くなった雪、鳥の鳴き声が多い
＊
2点
この句は日本の伝統的な句ではないと思うが、ただ雨や花を詠むだけではな
く、日常生活を詠んでいるので、共感できて笑える句である。また、 「くしゃみ」という語の音も面白い。 （アレナ）
伝統的な書き出しと、意外な終末のある句として、この句を選んだ。他の句
と違って、独創性と意外性があっ 本当に面白い。 （ハリナ）
木の花は咲いている日のうつくしさ 　　アレナ・ヴルチコヴァー
外に出て春の景色を見て、そ 時の気持ちを「木の花は」の句に表した。＊
2点
春の感情を表し いると思う。春の感じがして、咲いている の姿を思い出
させて、とても春らしい。 （パヴラ）
自分にとって一番春らしいイメージは咲いている花なので、この句 イメー
ジが好きで選んだ。 （バルバラ）
部屋の中静かな世外は雨 　　ヤナ・ベリツォヴァー
自分が作った句について自己批評すると、まず、季節にかかわらず憂鬱な気
持ちを表現するつもりであった。憂鬱は孤独感から生まれて、空虚な空間で深まる。自分の部屋と全世界を比べると、その感じがもっと研ぎ澄まされる。外の雨と内の寂しい気持ちをつないで複雑なイメージを作る予定であった。
＊
2点
静止した時間と孤独のイメージが連鎖し、 外の雨が孤独感を強調している。 （ヤ
ン）
静かな部屋と雨が降る外を対比して、さびしい気持ちを表してい 。 （ヤナ
（ロ） ）
鳥の歌春の空から雨が降 　　エヴァ・マルコヴァー
簡単な言葉で豊かな気持ちを表したかった。春の雨の音が大好きなので鳥の
歌に例えて句を作った。初めて作る俳句なので楽しい感じの句を作ってみた。
＊
2点
この句を最初に読んだとき音が気になった。鳥が鳴くのは春のイメージ、雨
が降るのは冬のイメージなので、現在の天気をよく表している。 （ヴェロニカ）
今日読んだ俳句のなかで一番好きなので選んだ。長い冬に一羽の鳥も見たり
聞いたりしなかった後 、鳥の鳴き声が聞こえたら、それは春の雨滴の鮮やかさと同じ感じだと思う。 （ペテル）
雨だれの寂しい形春気持ち 　　パヴラ・ハラホヴィノヴァー
日曜日の夜に一人で勉強しながら色々 ことについて考えて、窓から夜の町
を見て春の雨の寂しい気持ちを表してみようと思ってこ 句を作っ 。恥ずかしがり屋なので、初めは俳句の授業が怖かった。人前で読むことは大変だと思っていた 、授業を受けたことで、そん に緊張しなくてもいいことがわかった。難しく思うこともあるが 授業 楽しいからも と努力しようと決心した。自分が句を作ることは出来ないと心配して た。
＊
点
自分が少し悲しい気分だったので、この句に特別な気持ちを感じた。 （エヴァ）
春光り雪山の中初の咲き 　　ヴォイタ・トルマル（通丸）
自分の「春光り」の句は、自分ではうまくできたと思うが、視覚の対比しか
ないので、聴覚の対比が加われば、よりよく 。
＊
点
春と冬をつなぐ希望のイメージの句である。 （カトカ）
4松　井　貴　子
以下は、選ばれなかった句である。
暑い朝無くなった雪春の町 　　ヴェロニカ・グラッソヴァー
いままで知らなかった俳句を作るために必要なことがわかり、季語の使い方
についてたくさん習った。句会は大変面白かった。句会で、自分の俳句と同級生の俳句を比べることができるのは上手になるために大切だと思う。みんな俳句のなかに春らしい気持ちを入れていた。大半の俳句が同じ言葉を含んでいても句会は楽しかった。同級生が自分の俳句をどう感じたかわからないが、作ることには興味がわいた。次の句会ではみんなもっと頑張って良い俳 を作るだろう。
鳥の声林の中に鳴いている 　　ヤン・ゾウファリー
句会で自分の句と同級生の句を比べて、自分の詩質は高くないことに気づい
た。自分の句は長い冬が終わって久しぶりに鳥の声 聞いた喜びを詠んだ。俳句は人生の繰返しを強調していると思う。 （ヤン）
雪だるま日下溶かした来いお春 　　ぺテル・サボ
冬が終わるという気持ちを「融かされた雪だるま」に表したかった。太陽の
光がだんだん強くなっていて、人々は春を楽しんで る。
春の朝鳥が歌をし憂いがお 　　ヤナ・ロゼフナロヴァー
春が近づくと、暖かくなって、木に花が咲いて、鳥の声が聞こえる。多くの
人は春が来るのを楽しみにしているが、一方で、心配事があり、悲の人もいる。
日の上がり鳥の鳴き声溶けた雪 　　山柄美晴
同級生は俳句が上手である。自分は「日の上がり」の句に、まだ雪がたくさ
ん降っていた二月の朝、突然鳥の鳴き声を聞いて「春が来た！」と思ったことを詠 だ。
朝散歩、桜が臭う。春ですよ。 　　マルティナ・パブリーコヴァー
自分の「朝散歩」の句 、より実景に即した句だと思う。比喩も対比も使わ
ないで、句に春を表した。
ひとかげやじ
びママ
たにくるるたまりみず 　　ハリナ・ザビショヴァー
自分の「ひとかげや」の句は、日暮れに人影が無くなっていくイメージを思
い描いて悲しくて心細い気持ちになって作った。句会に出された句のほとんどに雨、花、鳥、春という言葉が使われて、似ている句が多く、浅薄な感じがしてつまらなかった。
チェコ人学生たちは、詩 表現技法として比喩、対比を想定しており、俳句
作品の創作鑑賞 お ても意識をし いる。これらの技法は俳句においても有効なものである。俳句の定型としての日本語のリズムを作ることにも力を注いでいる。Ⅲ 　俳句作品の鑑賞
―
学生句
俳句作品の鑑賞では、俳句入門レベルにある日本人大学生が作った春の学生
句
４について、チェコ人学生たちに講義し、鑑賞を試みた。これは、今回、初め
ての試みである。チェコ人学生が批評対象に選んだ学生句と、それに対する批評は次 ようなものであった。チェコ人学生は、同じ大 と て、日本人学生と共通する要素を見出して を している
５。
春来る私の春はまだ来ない 　　中村 　奏絵 　
4名評
楽しい春と悲しい気持ちの対比。 （マルティナ）伝統的な季節感と個人的な感情、楽しさと悲しさが面白い取合せになってい
る。 （ハリナ）
愛する気持ちが伝わってくる。 （エヴァ）悲しい気持ちを感じる。 （ヤナ（ロ） ）
春の夢夢の中でも眠る夢 　　太田 　裕太郎 　
2名評
とても眠い今の自分の 分と同じ句。学生の俳句はわかりやすい。 （アレナ）「夢」の響きが面白 。 （美晴）
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雛人形笑みが夜には怖く見え 　　栗原 　智 　
2名評
絶対に怖くない笑顔とお化けの怖さの対比がうまい。 （ヴォイタ）「人形の笑顔」と「怖い人形」が対比 れていて面白い。普通はかわいい人
形を怖いと詠む意外性があって好きな俳句。 （ヴェロニカ）
タンポポが一面に咲きタンポポポ 　　太田 　裕太郎
2名評
ポの音を重ねてたくさんのタンポポと滑稽さを表現しているの 上手である。
（美晴）
片仮名の使い方が面白い。 美しいものが詠まれ、 快い。 わかりやすい。 （マルティ
ナ）
雛納急いで下さいお母さん 　　村山 　千尋 　
2名評
自分と同じ女の子が作った俳句なので作者の気持ちがよくわかる。 （バルバラ）自分は迷信を信じないので、この女の子の悩みがわからない。この句は、と
ても日本らしくて女らしいので、男の子と外国人も分からないと思う。 （ヴェロニカ）
春一番春二番に春三番 　　失名（作者名不詳） 　
名評
芭蕉の松島の句を思い出した。 （美晴）
彼方からあなたに触れた春風が 　藤本 　菜穂 　
名評
この句を読んだら、気持ちが明るくなってニコニコする。 （カトカ）
バレンタイン母 一つがよりさみしい 　太田 　立教 　
名評
お母さんのやさしさと息子のさびしさがよく表せている。チェ ではバレン
タインはいやな行事と言われている。バレンタインのさびしい感じを想像した。（パヴラ）
蝿叩き蝿がいたよと友叩く 　　失名（作者名不詳） 　
名評
斬新奇抜で滑稽、無駄な言葉がないことに感動した。 （ヤナ（ベ） ）
白い壁ふわりふわりと黒い蝶 　　石田 和久 　
名評
繭が次々に蝶になるイメージが浮かぶ。冬と春の境が白と黒で表されている。
（ペテル）
以下は、評価対象として選ばれなかった句である
春の午後良い句浮かばず一眠り 　　失名（作者名不詳）うさぎ けくずれるほどのはるいちばん 　　失名（作者名不詳）春雨のごとくアセトン凝結す 　　宮下 　隆太郎春炬燵しまい忘れて夏炬燵 　　安部 あゆみ雛あられたまに食べるとうん、うまい 　　宇津木大輔四月馬鹿しかけてみるがながさ 　　畑山 裕子四月馬鹿だますつもりがだまされる 　失名（作者名不詳）だます人いなくて寂し四月馬鹿 　　才川 友也鳥帰るふるさと出てきたわがうえを 山本 　康平チューリップ私の心に咲い らなぁ 　　失名（作者名不詳）たんぽぽの綿毛につかまり小旅行 　　佐藤 秀俊
学生句の鑑賞では、
4名の学生が批評した「春来る」を始め、 「彼方から」 「バ
レンタイン」 「雛納」の句に込められた、恋愛や結婚が気になる年頃に抱く様々な気持ちに、また、 「春の夢」の句に詠まれた姿には、同じく勉強に疲れた学生として、それぞれに共感を示している。
そして、 「タンポポが」 「春一番」の句に見られる言葉遊びに面白さを感じて
いた。日本語を学ぶ学生として、日本語のリズムへの関心の高さが表れており、この点は、 次の二回目の句会 活かされている。一方で、 「四月馬鹿」の句の 「しかけてみるがながされる」という、ごく最近の話し言葉のニュアンスを理解す
松　井　貴　子
ることが求められる表現や、 「だますつもりがだまされる」と、語の繰り返しが言葉遊びよりも説明的に感じられる表現には、目を向けていない。
チェコ人学生は、自分たちと年代も環境も似ている日本人学生の俳句に、実
感を伴った共感を示した。ここ 、民族や言語、気候風土の違いを越え得る可能性を見出すことができ、俳句の国際化を進め 重要な視点の一つになると思われる。Ⅳ 　二回目の創作と句会
俳句作品鑑賞の講義を経た二回目の句会では、次のような句が出され、選ば
れた。チェコ人学生たちは、最初の句会に比べて上達したことを実感しており、日本人の句や句会に近づいた気がすると感じていた。日本語のリズムを活かして遊んだ句が見られ、句会で高点 得たのは、鑑賞 日本人学生の句で、言葉遊びをした句に面白さを感じ、応用し 結果であろう。
ふわふわウサギが踊るピョンピョン 　　パヴラ
兎は、チェコでは春の動物で、兎が大好きなので兎の句を作りたいと思っ 。
擬態語も好きなので、 「ピョンピョン」と「ふわふわ」を使った。深い ではない。俳句を作るのに自信がなかったので、たく んの人に選ばれて、嬉しいと同時に本当に驚いた。この句を読んで、皆も春を感じたのだろう 思う。
＊
点 　ヴェロニカ、アレナ、ヴォイタ、マルティナ、バルバラ＋ヤン
擬態語を使っていて、日本の俳句に似てきている。 （アレナ）春らしく明るくかわ い感じがするだけでなく、リズムも面白い。 （ヴォイタ）小さくてかわいい兎を見ると、春らしいうれしい気持ちになる。 （マルティナ）明るくて暖かい春の景色 思い出した。明 い気持ちになる。擬態語を使う
と俳句のリズムが良くなると思う。 （バルバラ）
読者はこの句を読んだ後、のんきな気分になる。句に表現された考えは別に
深くないが、安楽でのんきな感情を、わかりやすく表わしている。 （ヤン）＊批評のみ
春の蚊や足が赤らむぴりぴりよ 　　ぺテル
＊
4点 　アレナ、ハリナ、ヤナ（ベ） 、美晴
作者のユーモアの感覚や句の軽さ滑稽さが多くの人に選ばれた理由である。
面白い季語、切字、擬態語が上手に使われ、音の効果が出ていて、印象的である。（ヤナ（ベ） ）
春の星ぴかぴか見えず雲幕 　　ぺテル
春には雲のせいで星が見えないことが多い。こ 句は、何をしようにもでき
ないということも表わしている。
＊
4点 　ヴェロニカ、ハリナ、バルバラ、パヴラ
光る星は明るい未来のシンボルなので、作者は悲し ときにこの句を作った
と思う。嬉しさや楽しさを詠んだ春らし 句が多い中で、この句は独特であると感じた。 （ヴェロニカ）
独創的で意外な取合せや対比のある句が好きなので、この句を選んだ。 （ハリ
ナ）
自分も星を見るのが好きなので、作者と同じように、星が見えないときは少
し寂しい気持ちがした。 （パ ラ）
黒い雲南から来た鳥帰る 　　美晴
＊
3点 　ペテル、ヤナ（ロ） 、カトカ
鳥が黒雲のように見えていると思った。 （ぺテル）神秘的な感じがした。 （ヤナ（ロ） ）チェコでは燕が南から帰ってくると春が来る。鳥がたくさん飛ぶと よう
に見える。 （カトカ）
春の空不思議な夢は鳥になる 　　アレナ
＊
3点 　ヴェロニカ、ハリナ、ペテル
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涼風がみどりの草に雀の子 　　バルバラ
＊
3点 　アレナ、カトカ、パヴラ
緑の草と動物の子が春らしいと思った。 （カトカ）春らしい、かわいい小雀の姿を想像した。 （パヴラ）
黒い蝶白い弁下雨宿り 　　ハリナ
対比を活かした句にした。
＊
3点 　ヤナ（ベ） 、ヴォイタ、ヤ （ロ）
黒と白の対比をうまく使っている。 （ヴォイタ）対比が面 い。 （ヤナ（ロ） ）
家の前寝ている小猫晴れる昼 　　アレナ
一回目の句会で、 わかりやすい句が選ばれていたので、 そ ような句を作った。
＊
2点 　ヤナ（ベ） 、パヴラ
簡潔であるのに印象的 ある。家の温もり、小さな猫 良い天気、いずれも
静かで快い感じがして、感動することができた。一回目の句会に比べるとレベルが高く、どの句も一生懸命に作られていて、上手になっている。 （ヤナ（ベ） ）
動物が好きで、春らしい感じがしたので選んだ。 （パヴラ
春の草空を見たとき眠りした 　　ヤナ（ロ）
わかりやすく作った。読者のためには俳 はわかりやすいほうがいいと思う。
＊
2点 　美晴、マルティナ
滑稽な感じがして、笑わせられた。 （マルティナ）
春無言花の間に物語 　　ハリナ
悲しさと楽しみを取り合わせた。
＊
2点 　美晴、ヴォイタ
みんな進歩したが、特にこの句が気になった。上手になったと思う。 （美晴）
飛びたくて空に入らずコケコッコー 　　美晴
これは、春の俳句だろうか？俳句を作ることはとても楽しいが、大変疲れる。
＊
点 　カトカ
この句は楽しくて悲しい。鶏は飛びたくても自分の力では飛べない。人間も
同じ。
春の川鴎鳴き声煩いよ 　　マルティナ
寮の部屋で鴎の鳴き声を聞いて作った。川は楽 さを感じさせ が、煩い鴎
の鳴き声は、いい気持ちがしない。この対比は陳腐かもしれない。
＊
点 　ヤナ（ロ）
鴨の声と静かな自然の対比が見える。
春かぜや冬の辛さで疲れきる 　　ヤナ（べ）
＊
点 　ペテル
春光心の暗さばれている 　　カトカ
光は暗さを強調するが、春光は優しくて明るいから心の暗さを治すこともで
きる。
＊
点 　マルティナ
春光と心の暗さが対比されている。春にはうれしい気持ちも悲しい気持ちも
起こる。
冷血な春の霰で破った花 　　ヴェロニカ
霰で傷んだ花を見たことを思い出して、美し ものが破壊さ たのを見るよ
うな心細い感じを表わした。
＊
点 　バルバラ
「ふわふわウサギ」の句の正反対の句である。激しいイメージの句であるが、
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霰は春のものなので、これも春の句である。
以下は、選ばれなかった句である。
変ってる春の天気が頭痛出た 　　パヴラ町散歩春のあられにたたかれた 　バルバ
先週、町を歩いていたときに急に霰が降ってきて、傘も帽子もなかったので、
青信号を待つ間、霰に叩かれていて、少し怒ったので、この句を作った。
春の海うねりが強い妖気音 　　マルティナ
楽しさと危険を感じさせる海の季語を選び、嬉しくない気持ちを表わそうと
した。
春風や壊した枝を集めるよ 　　ヤナ（ベ）
簡潔な表現で、句の意味を、できるだけ っきり表わし、自分の気持ちを気
象現象に重ねて表現するつもりであった。人生にも季節があり、良いことも悪いことも起こる。春は天気がいいといわれているが、ときどき災害が起こり、被害を復旧しなければならない。
雨の夜桜の下に一つ影 　　カトカ
寂しくて悲しい気持ちを表わそうと思った。
公園で見ていた鴨が飛び出 　　ヴェロニカ花の雨黒い白鳥池の岸 　　ヤナ（ロ）
花の雨は春の終わりを表わしている。花の色 白鳥の色 対比した。
空部屋に携帯の音外蛙 　　ヴォイタ朝早く昨日の夢が落ちた花
動詞を間違えて使った で面白い句にならなかった。
紅梅は誇りを無くす泥 中 　　ヤン
俳句の授業を受けて、詳しくなったので、自分の句の質が高くなり、本物の
俳句に似ているようになった。この句は、人の運について詠んだ。どん に豊かでも、どんなに天才でも、運が変わって、間違いを犯して、すべてを無くことがある。
俳句創作において、季語に関しては、チェコ人学生たちは、季節を感じさせ
るものを意識することにそれほどの困難を感じていない様子であった。これは、特に意識しなくても、日常生活で季節 変化 自然に感じ取っているからであろう。チェコで春を感じさせるものは、日差し、雪解け、花が咲くこと、鳥の声であると、チェコの春の季語を自分たちで規定 ている。そして、自分たちが最初にチェコで見つけた季語だけでは足りないとも感じている。例えば、春には「春愁」という季語があり、冬が終わり、新し 季節が来る喜びを感じているだけの季節ではない。チェコ人学生たちも、春に寂しさや悲しみ、憂鬱を感じている。春に対して、日本とチェコで同じような感覚を持ってい ことは、俳句創作で季節感を共有できる可能性 示している。
俳句を学ぶ前と後で変化したのは、季節を感じさせるものを俳句という詩、
文学形式に取り込むという意識を持つか否か る。季節と詩の結びつきが緊密になるにつれて、季語が増加し、細分化するで ろう。Ⅴ 　俳句の講義を通して学んだこと
今回の講義では、俳句の授業を受ける前と受け 後で どのように変わった
かを意識して書くことを、まとめのレポートと て課した。
チェコ人学生たちは、日本語によって俳句を学ぶことは難しいけれども楽し
いと感じている。俳句に関する知識が増えたことで、俳句への興味が増し、創作と鑑賞を実践することで俳句に親しんだ結果であ
以下に、学生たちのレポートの要点をまとめた。俳句の授業を受ける前は、俳句について何も知らなか たが、大切なルール
や季語などを勉強したり、句を作ったりして、俳句に親 んだ。句を作るのは、思ったより楽しいことである。二回目の句会 は みんなが、とても良い俳句を作っていた。 （バルバラ）
俳句については、すでに勉強していて、チェコ語 俳句集を何冊か読み、自
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分で調べてもいたので、俳句に対する理解は十分であると思っていた。しかし、俳句の授業を受け始めてすぐ、まだ自分が知らないことがたくさんあることがわかった。新しい知識が増え、日本語で創作、批評をすることができ、俳句への理解が深まった。 （ヤナ（ベ） ）
俳句のルールを理解したので、図書館で芭蕉、蕪村、一茶、漱石の俳句集を
借りて勉強し、名 を一句でも作ることができたらよいと思う。 （ヴォイタ）
俳句についてよくわからなくて、つまらないと思っていたが、勉強するにつ
れて面白くなった。句を作る はゲームのようである。日本語で学んだ俳句について、友人にチェコ語で説明することが難しかった。俳句を作るこ も難しいが楽しかった。 （アレナ）
ワークショップのような俳句の授業は独創的である。 （ペテル）俳句の授業の前には、五七五の定型は知っていたし 俳句は短 ので、俳句
を作るのは簡単だと思っていた。授業でたくさん 習った。季語の使い方は難しい。連想を引き起こす表現を探すこと 一番面白く、 くても楽しかった。 （エヴァ）
以前、 俳句を少し読んだが、 どのよう 作っ いるの は全然わからなかった。
授業の後では、同級生たちが、自然に俳句を作っていた。 （美晴）
すでに自分で俳句について勉強していたので あまり変化を感じないが、こ
の授業を受けたことで 俳句の読者の役割の重要さ 意識し、日本人とチェコ人の自然感や季節感、感情の表現法につ て、少し考え 深めた。一回目の句会に比べると二回目 句会 本当に上達したと思う。季重なりや作者の思いを直接的 表現することを避けているし、日本人 季節感や発想 よく理解 て、面白い表現をした句が作られていた。同じ俳句作品に対して自分の解釈と他人の解釈が異なってい ことを実感した。 （ハリナ）
俳句について少ししか知らなかったが、新しいことを知って俳句が好きになっ
た。日本人はチェコ人より自然に注目していて、動物と植物の言葉をよく使ている 季語を使うことは、自分に って新し ことであった 二回目の句会は最初の句会より楽しくなった。 句会は、 と も面白い経験であっ 。 （ヤナ （ロ） ）
俳句では読者の多様な解釈が大切であると思った。作品を読むことより、作
ることが好きである。句会は楽しくて難しかった。二回目の句会では、みんなの句が上達していて、 好きな句がた さんあったので、 選ぶのに困った。 （カトカ）
俳句の規則や作り方を学んだので、俳句を読むことも作ることも前より簡単
になり、楽しくなった。同級生が作る 俳句らしくな た。 （マルティナ）
俳句の授業は、最初難しかったが、だんだんわかりやすくなって楽しくなり、
俳句が好きになった。俳句を作るのに詩才が必要だと思う。詩才がない人は、しばしば俳句をつくるほうがよい 作れば作るほど上手になる。 （ヴェロニカ）
俳句の授業を受ける前は、俳句の や言葉遣いについて今より詳しくな
かったが、俳 は簡単ではない 問題の一つは季語である。日本人は考えなくても季語に気づくことができるが、外国人はこのような特別 言葉を暗記するしかできない。 （ヤン）
二回目の句会は思ったより楽しくなった。色々な句が出されて 好きな句を
選ぶのが難しかった。最初の句会では句の中に「春」がよく出 いた 、二回目の句会では、 「春」といわずに「春」の感じが出ていて、皆が向上したのが見えた。自分には俳句なん 全然作れない 思っていたので、初めて 句を作るのは本当に大変だった。一番難し のは、自分の気持ちをわかりやすく表現することである。一週間の授業だけでは、日本人ほど上手にはなれな と一緒に俳句を勉強し、創作 て楽しい時間を過ごした。 （パヴラ）おわりに
チェコ人も日本人も、大学生の俳句理解、受容という点では、異質性よりも
同質性が強い。これは、日本人であっても、俳句作品を創作 鑑賞するためは相応の学習が必要であ ため 俳句 基本である有季定型 約束からして、季節感や季語の使用について、きちんと習得するためには、歳時記にあわせて、実際の季節を感じながら一年かけて学ぶ必要があ 。定型にあわせた日本語表現 、学校教育の国語教科で教えられ 文章表現法とは大きく異なり、言葉を尽くして明晰に表現すること、結論を明示す ことは、俳句として優れ
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た表現ではない。このため、日本語を母語とする日本人学生であっても、俳句表現を身につけることにかなり苦労する。俳句表現の特性を知らなければ、作品理解はごく表面的なもの なってしまう。そして、俳句をうまく詠むためには、俳句に適した日本語表現を一から学ばなければいけないため、日本語を母語としない外国人学生と日本人学生との言語表現能力の差が相対的に小さくり、作品の完成度にも顕著な差が見られ いという結果になるのである。
俳句の学習歴がほぼ同じで、世代が近く、生活実感を共有できるという条件
のもとでは、日本人と外国人との間で、互いに俳句作品を理解し、楽しむことができるであろう。
これからの課題は、チェコ、日本ともに、学生同士の俳句理解、句会を脱して、
一般俳人と作品の鑑賞 創作活動を共有できるようにする である。日本人でも、一般俳人に多い年長者と学生では、生活感覚が異 り、興味関心の対象が違うため、それぞれが評価する俳句作 、楽しむこ できる俳句作品が重なることが少ない。一般俳人は、学生の を珍しがり、時に新鮮味を感じて目をとめ とはあるが、 必ずしも高く評価するわけではない。一般俳人の には、作者の素朴な実感よりも技巧や知識が勝るものがあり、初心者 学生には理解することが難しい。自分の作品を評価してもらえず、他人の作品 鑑賞 きければ、一般俳人との句会は学生にとって全くつまらないものになる。結果として、俳句から遠ざか こ になってしまう。
世代や個人の価値観を越えて、俳句を理解し、共有すること、これは、人生
の本質を詠うという俳句 特質を、一人ひとりの俳人 、どれほど 気 意識して、俳句 創作し、鑑賞するか う問題にかかわる。作者として 俳人は、個人の実感を普遍的真実につなが まで磨きあげて 句のなかにメッセージをとじこめ、読者としての俳人は 表面的 違和 惑わされることな 作者からのメッセージの本質を感受することに努力 ければ らない。わ か十七文字 短詩に、宇宙の真理に匹敵する本質的真実を詠むこ 意義を見出せるか否かに、俳句 存在意義が問わ のであ 。自己 他者 異質性と同質性を認識した上で、俳句による自己表現と他者理解を進めるならば、俳
真の国際化に向かって、さらに前進することが期待できる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１　本研究は、 「宇都宮大学重点推進研究： 「国際学」としての「多文化公共圏」
研究
―
特別教育プログラムの開設と国際シンポジウムの開催」の一環として行
なったものである。
その予備研究として位置づけられるのが、宇都宮大学学長裁量経費により、
二〇〇五年三月にパラツキー大学で行った日本の近代俳句に関する最初の講義である。それについての考察は、松井貴子「チェコ人大学生の俳句体験」 （ 「宇都宮大学国際学部研究論集」
2号 　
2006・
3
　
-
2頁）に詳細にまとめてある。
また、二〇〇八年三月に行った二回目の講義については 松井貴子「チェコ
人大学生の俳句受容」 （ 「宇都宮大学重点推進研究報告（公募型）平成
年度・
20年度中間報告 　研究課題名「国際学」 の「多文化公共圏」研究
―
特
別教育プログラムの開設と学生・市民の参加による国際シンポジウムの開催」
2009・
3
　
2-
頁）にまとめた。
三回目の講義となる今回は、二 〇九年三月九日から十三日に行った。最初
の講義は日本学科に在籍する二、 四年生、二回目と三回目は同学科の三年生を対象としている。
そして、チェコで行った三回の講義を通して行った研究の全体については、
松井貴子「多文化環境での俳句理解」 （ 「宇都宮大学重点推進研究報告書平成

年度・
20年度・平成
2年度「国際学」としての「多文化公共圏」研究
―
特別教
育プログラムの開設 学生・市民の参加による国際シンポジウムの開催」
2010・
3
　
4-
2頁）にまとめた。
２　今回の受講学生十四名にも、ハンガリー系あるいはポーランド系のチェコ人
やスロヴァキア人学生も含まれるが、便宜上チェコ人学生と総称した 本論中に記したチェコ人学生による記述は、原文そのままではなく、適宜、要約した部分がある。
３　俳句創作のポイントとしては次のようなことがある。
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１ 　材料を探す
―
発見と感動と季節感（季語）を詠みこむ。
２ 　日常性と非日常性
―
句に詠む材料を日常生活に見つけるが、そこには新
しい発見が必要。
３ 　俳句らしい表現の工夫
―
豊かな連想を引き起こす言葉を選び、必要最小
限の言葉を使う。 主語＋動詞にこだわらない。 不要な動詞や助詞を省略する。直接的に気持ちを表わす言葉を使わないで、気持ちを伝える。事柄や状況を説明しない。
　句会後に、学生たちの俳句作品それぞれについて推敲例を示し、添削したと
ころ、学生たちは熱心に聞くとともに、次の作品創作に活かしていた。
４　宇都宮大学での共通教育科目「国文学Ａ」の受講生の句を教材として使用し
た。ほとんどの日本人学生が、この授業で初めて継続的に俳句を作り、句会を行っている。
５　日本人学生に講義をするときと同様に、チェコ人学生に対しても、教員が示
す作品解釈や鑑賞を鵜呑みにせず、自分はどう感じたか、何を思ったかを大切にすることを強調した
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図 3　句会を終えて講評
図 4　受講生たちと渡邉隆行先生、廣田香織先生
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Czech University Students as Haiku Poets:
Haiku Lectures and Haiku Gatherings
 at Palacký University in the Czech Republic
MATSUI Takako
Abstract 
This paper is a detailed report about haiku lectures and haiku gatherings to Czech university students who 
majored in Japanese studies in the Czech Republic in March 2009. They were at the third year level. One of the 
features of this lecture was an appreciation of contemporary Japanese haiku composed by Japanese university 
students at just about the same age. Czech students felt empathy with the Japanese students’ haiku because they also 
were in their twenties and also university students.
The Czech students knew the most important rule of haiku “Yuuki Teikei” (season word and seventeen 
syllables) because they had gotten some information about haiku through the Internet and some students had studied 
haiku by themselves, but it was the first challenge for them to appreciate dozens of Japanese haiku and compose 
several haiku in Japanese.
The students held a haiku gathering two times and made great progress. They became conscious of Czech 
seasonal words, for example, flowers, birds and melting snow and composed a lot of interesting haiku in amusing 
rhythms of Japanese language after their appreciation of the Japanese students’ haiku. One of the best haiku was 
‘Fuwafuwa usagi-ga odoru pyon pyon’ (A rabbit with a soft coat of fur is hopping along) by Pavra who had been 
anxious that she could have created haiku or not in the beginning. She said she liked rabbits, a spring animal in the 
Czech Republic and onomatopoeia. 
The students deepened their understanding of Japanese haiku and felt close to it. They learned some main rules 
of haiku, such as eliminating unnecessary words, not directly expressing their feelings and using only one seasonal 
word by means of haiku lectures and gatherings. It was of course difficult for them, but at the same time, great fun to 
study haiku only in Japanese. Therefore they made remarkable progress. I expect to realize haiku gatherings held by 
Czech and Japanese university students in the future. 
（200 年  月  日受理）

